
 
 

                  

令和８年度 事業計画書  

公益財団法人 シルバーランド振興事業団 

１ 施設の管理・運営についての基本方針と施策 

大田市から管理・運営を委託された「仁摩サンドミュージアム」と「ふれあい交流館」等の

公共施設の適正な維持・管理、運営を行い、公的な文化・観光施設として県内外へのサービ

スの提供、情報発信等に努め集客力を高めるとともに、地域住民にとっても憩いや集い、活

力の場を創出する施設をめざします。 

よって、公共性の確保と同時に収益性の追及を行い、総合的・将来的な視点からバランスに

配慮した運営に取り組みます。 

また、施設の管理・運営にあたっては、以下にあげる基本方針のもとに施設運営を行います。 

(１) 公共施設として観光客や大田市、大田市観光協会、道の駅ごいせ仁摩、石見銀山世界遺

産センターをはじめ三瓶自然館サヒメル等の近隣諸施設、また、大田商工会議所、銀の

道商工会などの外部団体、地域住民等から広くニーズの把握等情報収集やイベント等の

周知に努めます。また、家族あるいは世代を超え老若男女が楽しむことができ、県内外

からの集客力もあり、採算性の高い「テーマ性」を持った「鑑賞型」、「体験型」の企画

展や来館者に興味や関心を持たせるワークショップ等の「実演・体験型」、「学習・啓発

型」コーナーのいっそうの充実を図り、満足度を高めると共に近隣市内外の観光施設や

図書館、市民会館等の公共施設へのポスターやチラシの設置、また、市町教育委員会及

び学校を通して生徒等へのチラシ配布によるPRに努め、地域の諸団体と連携したイベン

ト等の開催を積極的に行います。 

     山陰高速道沿線活性化に絡め、より一層インスタ映えにも注力し館内外及び琴ヶ浜周辺エ

リアのスポットの周知や来館者がこのエリアに足を踏み入れた瞬間から、期待感や安ら

ぎ・癒し、充足感を享受できる空間・環境づくりに努め、再訪性や滞留性を高めリピート

率の向上やインバウンドを含めた新たな観光客の誘致に努めます。 

 



 
 

（２） 施設の情報にあわせ、令和２年日本遺産に認定された「石見の火山が伝える悠久の歴史

～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ」に関連した地域の優れた文化・芸術・自然・歴

史に関する情報等を来館者を始め県内外に積極的に発信するとともに、地域住民の誇りや

生きがいの醸成につながる諸活動を展開し、生活意欲の向上や地域経済の活性化に貢献で

きる取組を推進します。 

山陰高速道路延伸にともない令和４年１月に開業したごいせ仁摩（道の駅）、サンドミュ

ージアム、琴ヶ浜、石見銀山一帯を結び、来訪者のみならず地域住民にも親しまれ集うこと

ができる拠点としての施設づくりを推進します。 

 

（３） 令和９年の世界遺産登録２０周年および石見銀山発見５００年に向けて大田市、大田市

観光協会を核とし世界遺産「石見銀山」エリア内にある石見銀山世界遺産センターをはじ

めその他の施設や団体また、国立公園三瓶山にある三瓶自然館サヒメル、国立三瓶青少年

交流の家、さんべ荘、そして温泉津温泉の旅館等との受入連携体制等の整備を図り、仁摩

サンドミュージアムも一つのモデルコースとして組み込んだ旅行商品を修学旅行や校外学

習での学校関係や旅行業者への営業推進や大田市が取り組む観光振興のための話題性・独

自性に富んだ運営・PRを推進し、全国へのメッセージを発信する文化・観光施設づくりに

努めます。 

 

（４） サンドミュージアムの砂時計と鳴り砂の浜「琴ヶ浜」のいっそうの知名度アップを図り、

「砂」・「時」・「環境」等のテーマ性のある企画展を開催し、「世界一の砂時計」をシンボル

とした「砂博物館」として来館者数の増加をめざします。 

 

（５） 平成２９年１０月「国の天然記念物」に指定された琴ヶ浜の清掃等鳴り砂の保全活動や、

自然との共生、環境保全・保存をめざす地域住民団体や関係諸機関とのネットワークづく

りを行い、地域住民の意識啓発につながる企画展や、諸活動に取り組みます。 

     また、県外からの来訪者を中心に、当地の温泉を含むこの地域の観光資源や滞留性を誘

導するラインづくりと、出雲方面にも繋がりアクセスもより向上した山陰道の休憩地点と



 
 

して期待される新たな指定管理者の運営するごいせ仁摩(道の駅)と共に仁摩地域の拠点施

設となることをめざします。 

２ 具体的な施策 

令和８年４月から５巡目（計２５年間）の指定管理者として、仁摩サンドミュージアムの

管理・運営を大田市から委託されております。 

令和８年度の管理・運営にあたっては、山陰道延伸(出雲～多伎間がR7 年 3 月 2 日開通)に

より昨年よりさらに仁摩・石見銀山 IC 下車の車輌の増加を狙い、旅行会社や松江市、浜田市

の観光施設や近隣施設と連携しインバウンドを含めた観光客を大田市へ誘客すべく松江市の

由志園やフォーゲルパーク、堀川遊覧の観光施設と大田市の三瓶自然館サヒメル、さんべ縄

文の森ミュージアム、石見銀山世界遺産センター、仁摩サンドミュージアムがセットになっ

た入館PASS。また、昨年 12 月末で販売が終了した鳥取県の水木しげる記念館、青山剛昌ふ

るさと館に松江フォーゲルパーク、しまね海洋館アクアス、仁摩サンドミュージアムがセッ

トになった入館 PASS への新たな企画が立ち上がればそれへの参加や出雲縁結び空港や空港

周辺、出雲市駅周辺のレンタカー会社また主要高速道路SA 等へのパンフレットや情報誌、観

光地図などの設置による PR を強化して行きます。更に昨年度に続き県内小中学校等への修

学旅行や遠足、校外学習での利用においても大田市観光協会や近隣施設と協力し、引続き当

ミュージアムの公共施設としての存在意義や果たすべき役割の質的向上をめざすとともに、

公益財団経営の安定化を図ることができるように、民間的感覚や斬新な企画も取り入れた経

営に努めてまいります。 

（１） 企画展やコンサートを含めたイベント、また施設(隣接の健康公園含む)を活用したイン

スタ映え等の情報発信に努め、仁摩サンドミュージアムの存在意義や話題性をアピールす

ることで、リピーターの更なる確保に努めるとともに地域の文化・歴史・自然に関する研

究・活動成果や芸術・音楽・伝承芸能の発表の場として、また、ブライダル写真撮影会場

等として施設の利用を促進します。 

○ 春・夏・秋の企画展、またそれぞれの期間中担当アーティストによるワークショップ



 
 

の開催。冬期の地域密着展など 

 ・春：ビーズ刺繍作家 くものおう 

 ・夏：貝殻シーグラスアート作家 井上麻菜美 

 ・秋：バルーンアーティスト 谷川雄馬 

  ・地域密着展：絵画 清谷正人 

○ 鳴砂保護協賛 35 周年記念コンサート 

○ パスポート会員への企画展等開催のお知らせ郵送 

○ 高校生・大学生、県内の芸術家などへ企画展の呼びかけ 

   ○ クリスマスコンサートなど 

   〇  ミュージアム施設のインスタ映え写真の発信 
 
（２） ＨＰによる迅速な情報提供等に努め、集客増につなげます。  

○ 職員がＨＰのブログを毎日更新するとともに、情報の迅速な提供等により、リアルタ

イムに仁摩サンドミュージアムのイベントや企画展等を紹介 

○ Facebook や Instagram による情報発信 

○  電子メディア、雑誌・新聞等への宣伝広告による集客の促進 

○  マスメディア等への情報提供による広報活動 

○  リピーターに対する年間パスポート（R.8.1.31 現在 70 人）の発行 

○ インバウンド対応のための、パンフレットや表示の作製 

○  ＷｉＦｉの活用について 

○  自動翻訳機の活用 

（３） ギャラリーにおいて砂の魅力を紹介することにより、滞留時間の増大や環境保護への

関心度を高めます。また、琴ヶ浜の清掃活動に取り組むことにより、砂浜の環境保全に

ついての機運を醸成します。 

   ○ 砂絵の図柄（しおりを含め１７種類）を毎日替えるなど、砂絵体験コーナーに変化を

持たせる 



 
 

 ○ 砂のオブジェなどの定期的なメンテナンス 

 ○ 鳴り砂や微小貝などの海浜の調査資料を収集し、「砂」に関する資料を展示 

 ○  専門家を招聘し、学術面からの指導や小中学生への環境教育を依頼 

 ○ 地元自治会や大田市観光協会、銀の道商工会、小・中・高等学校や近隣の事業所等と

連携した琴ヶ浜の清掃活動の実施 
 
 ○ さんべ縄文の森ミュージアムや三瓶自然館サヒメルと共催で日本遺産に関連した月イ

チガクでの琴ヶ浜の鳴砂や石見銀山の銀の積み出し港であった鞆ヶ浦の歴史に関する

勉強会の実施 

 ○ 馬路地区若者グループによる琴ヶ浜の清掃を伴うイベントへの協賛及び清掃参加 
   
（４） 地域住民へのサービス提供等により、地域の公共施設としてアピールしていきます。 

○  結婚式・パーティー・コンサート等の会場利用の促進 

○  地元イベント「ごいせ祭」、まちづくり委員会等への協力 

○  地域密着展など地域住民が入館料の減免等により利用しやすい施設づくり 
○  地元大田市関連アーティストを中心とした地域密着展の開催 

 
（５） 周辺観光施設等（石見銀山世界遺産センター、三瓶自然館サヒメル、三瓶青少年交流

の家、三瓶こもれびの広場木工館等）との連携による情報交換や PR 活動、共同講座の

開催及び地元小学生や福祉施設等の作品展示や体験教室等の実施により来館者数の増を

促進します。 

〇 三瓶青少年交流の家と連携した体験教室等の実施  

○ 三瓶こもれびの広場木工館と連携した地元小学生や障がい者施設利用者等の作品展示     

〇 企画展チラシ等の相互設置 

○ しまねミュージアム協議会及び大田市観光協会等と連携した研修 

○ 大田西中学校・邇摩高校生また、福祉施設が行う職場体験学習への協力 
   ○ 道の駅との情報交換 
 



 
 

   ○ 大田市観光協会のサイトを活用したワークショップや体験教室、またイベント等の情 
 

報発信の推進 
 
   ○ぐるっと出雲路ご縁PASS プラスへの参加 
    
（６） ふれあい交流館の販売及びガラス工芸体験教室の利用による顧客数の増を促進します。 

○  各種ガラス工芸品（自前製作品を含む）の販売及び、ＨＰを活用した販売 

○  ソフトクリーム等の販売 
 

○  地元販売業者の協力によるお土産（菓子）の販売と開発 

○  地元馬路地区観光振興協議会製造の塩と藻塩の販売 

○  邇摩高校と連携したミュージアムオリジナル製品の販売 

○  ガラス工芸体験教室のＨＰを活用したＰＲの推進 

○  出張ガラス工芸体験教室（大田市内各まちづくりセンターや放課後児童教室、老人施

設等）の開催 

○ ガラス工芸体験教室のメニューの開発と地元産品活用を推進 
   ○  ガラス工芸体験（特別体験含）のチラシを大田市内だけでなく近隣他市町の小中学校か 

 
ら生徒へ配布、また図書館等への設置によりPR を推進 
 

３ その他特記事項 

  公益法人制度改革に伴い、平成２５年４月１日から「公益財団法人シルバーランド振興事業

団」として新たなスタートを切りましたが、１３年目を迎えることになりました。 

定款にある「大田市が有する貴重な資源である鳴り砂を核として、砂にちなんだ文化の調査

研究、地域間交流、産業振興等を行い、もって個性的な地域文化を創造し、地域社会の文化的・

経済的振興を図る。」ことを目的とする事業を未来への展望を基に展開していきます。  


